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英語における嵌入子音の生起に関する一考察

－dreamt［drempt］の分析を中心に－
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1.はじめに

言語音が実際の発話において現われる場合，ある一つの音声だけが単独で発せられるという

ことは現実にはほとんどなく，掌通は他の音と結合して昔の連続体として発せられる。ある音

から別の昔へとその調音の構えを移行させていく時，調音上のタイミングのわずかなずれなど

が要因となって語の中の本来なかった位置に別の音が入り込むことがある。これを蕨人音（in－

trusive）もしくは発芽音（sproutsound）という。蕨人音の生起に関しては，共時面および適

時面の両者からの考察が可能である。すなわち，共時面から見ればこれは純粋に音声学の領域

に属するものであって，調音上の生理的なメカニズムをその要因とするさまざまな現象が個々

の単語レベルで反映されたものであり，しかも散発的に現われるというところにその特徴があ

る。dreamtldrempt］における［p］音の蕨人がその一例である。また適時面から見れば，こ

れは史的音韻論の領域に属するものであり，非語源的な音の添加（addition）と位置づけられ

る。MEのglimse（n）が現代英語のglimpseに至る過程で生じた／p／音が史的変化における

添加の一例である。

またこれとは別に純粋に音声的な現象として，英語において語末に3子音が連続する場合，

中間の第二音が脱落し発音されないことがしばしばある。これは，gliITゆSeにおける［p］音や

lendsにおける［d］音の脱落にその例が見られるのであるが，これは語末に3子音が連続した

場合の発音のしにぐさを回避するために生じた現象であると言える。

ある昔連鎖における調音のしくみを共時および通時の両面からとらえた場合，l骸入・添加は

語における音の数が結果として増加する現象であり，一方，脱落はそれとは逆に音の数の減少

に関わるものである。本論考では，英語において鼻子音（nasalconsonant）［m］［n］［q］に

口子音（oralconsonant）が後続する音声環境を取りあげて，第一音と第二音の間に蕨入子音

が生じる際のしくみについて分析するとともに，語末に3子音が連続した際の発音で第二音が

しばしば脱落する現象をも視野にいれながら，英語の昔構造の性質について考察していくこと

にする。
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2．事例の概要   

2．1蔵人子音が生じる際の音声環境   

英語において鼻子音（［m］［n］［n］）の後に口子音が続き，調音の際に両者の間に族入子音  

の存在が認められる場合，その時に生じ得る骸入子音は第一昔と同じ調音位置をもつ閉鎖音で  

あり，その閉鎖音が無声か有声かという点については第二育とその性質を共有するものとな  

る。すなわち， 

鎖音［p］，有声子音であれば有声両唇閉鎖音［b］が族人音として生起する。一方，第一音が歯  

茎鼻音［n］の時，後続の第二音が無声子音であれば無声歯茎閉鎖音［札有声子音であれば有  

声歯茎閉鎖音［d］が生じる。また，第一音が軟口蓋鼻音［勺］の時，その後に続く第二昔が無  

声子音であれば無声軟口蓋閉鎖音［k］，有声子音であれば有声軟口蓋閉鎖音［g］が蔵人音とし  

て生起する。またこの他にも，第一音が側音［1］でその後に無声子音（［s，J，0］）が続く場合に  

も側音［l］と同じ調音位置でかつ後続の子音とその性質が無声であるという点において共通す  

る無声歯茎閉鎖音［t］が族人音として認められることがある。   

では以下に，英語において蔵人子音が生じる際の事例をそれぞれの音声環境ごとに共時面お  

よび適時面から概観することにしたい。なお，この章で取りあげる言語資料は，安井（1992），  

竹林（1996），寺澤他（1997），Kenyon（1969）およびKenyonandKnott（1953）に拠るもの  

とし，またその際，共時面からの言語資料に付記する発音記号については，蔵人音を含んだ時  

の音形を簡略表記で記すことにする。精密表記を使わなかったのは，本論考における議論の中  

で一般の英語辞典の発音表記を引用する必要性があったことから，表記上の整合性を保つため  

の措置である。参照した英語辞典は，エ0タ喝刑α乃伽乃α乃dα如花月gc如乃α叩（1990）［以下エPβと  

略記］およびSゐ叩烏視点α乃肋乃do〝‡助祝Sββ喝gfsカー二几砂α乃βざββ吏cめ乃α叩（1994）［机上版および  

CD－ROM版，以下RHDt略記］である。   

2．2 蔵人子音［p］   

蔵人子音として［p］音が認められる場合の音声環境は，鼻子音［m］の後に無声子音  

（［t，k，f，0，S，J］）が続く場合であり，共時面および適時面からの例を以下に示す。  

（1）音声環境‥fm］＋由＋無声子音（［t・k・f・0・S，J］）  

共時面：／mf／→［mpf］ COmfort［kAmpfart］（cf．［kAr油rt］）  

／mO／→［mp白］something［sAmpOiq］，Warmth［w〇：rmpO］  

／mt／→［mpt］dreamt［drempt］仏PDには［p］音つきの［drempt］の表記あり）  

適時面：empty＜MEempti＜OEaem（et）tig  

glimpse＜MEglimse（n）＜OE＊glimsian（－p一昔の添加は16世紀から）   

このうち，dreamtについてはLmには［drempt］のごとくすでに骸入子音を含めた形でその  

発音が表記されていることから，dreamtを調音する際に骸入される［p］音はかなりの程度そ  

の存在が「認知」され定着しているものと考えられる。これは候入によって語全体として音の  

数が増える例であるが，またその一方で，竹林（1996：318）にあるように，もともと／p／音を   
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その中間に含む語末の／mpt／者達鎖については，第二音の／p／音が脱落されやすいことも報  

告されており（例：temPtにおける／p／昔），その場合は結果として［mt］なる音連鎖が生ず  

ることになる。   

また，glimpseという語は，史的に遡るとMEではglimse（n）という語形であって，16世紀  

に／p／音が添加され今日に至っている。ところで，現代英語におけるglimpseは語末が  

／mps／という3子音連続で終わっているため，中間の第二音の／p／が脱落して［glims］と発  

音されることがしばしばあるという（竹林1996：318）。これはもともとの第一音／m／と第二  

音／p／音の調音位置が同じであることから，完全同化（complete assimilation）が生u，  

／mp／＞＊［mm］＞［m］なる音過程を経て／p／音が脱落したものと解釈することができる。同  

一の語において適時および共時の両面からとらえた場合に，添加と脱落の両方が見られるとい  

うのは興味深いことである。これら［p］昔の蔵人もしくは脱落をめぐる諸問題については英語  

における子音連鎖の適格性の観点から後で考察することにしたい。   

また上記（1）におけるcomfortについては，安井（1992：96）および竹林（1996：346）では  

蔵人音［p］を含む［kAmpfart］が例としてあげられているが，これとは別に，／mf／の音速  

については竹林（1996：347）にあるnymph［ntqf］の例に見られるように，［m］音において  

調音位置に関する逆行同化が生じて［kAqfart］と発音される場合もまた多いものと考えられ  

る。こちらの場合は，第一昔／m／が両唇音，第二音／f／が唇歯音であって両者のもともとの調  

音位置も異なり，完全同化には至らず，そのため昔が脱落してその数が減少するという段階に  

までは至っていない例であるととらえることができる。  

2．3 蔵人子音［b］   

蔵人子音として［b］音が認められる場合の音声環境は，鼻子音［m］の後に有声（子）音  

（［1，r，∂r］）が続く場合であり，適時面からの例を以下に示す。   

（2）音声環境：［m］＋匝司＋有声（子）昔（［1，ー，∂r］）  

適時面：thimble＜MEthimel＜OE押mel  

nimble＜MEnymel，nemel＜OEnumol，n記mel  

humble＜ME（h）umble＜OF（h）umble，humele＜Lathumilem，humilis  

slumber＜MEslombere（n），Slum（b）ere（n），Slume（n）＜OEsIAma  

2．41萩入子音［t］   

族入子音として［t］音が認められる場合の音声環境は，鼻子音［n］もしくは側音［l］の後  

ろに無声子音（［s，J，0］）が続く場合であり，共時面からの例を以下に示す。   

（3）音声環境：［n］＋匡司＋無声子音（［s，J，0］）  

共時面：／ns／→［nts］  

sense［sents］， fence［fents］， anSWer［aentsar］， prince［prints］  

／nJ／→［ntJ］  

mention［mentJan］，intention［intentlan］   
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／nO／→［ntO］  

ninth［naintO］， tenth［tentO］， mOnth［mAntO］  

音声環境：［1］＋固＋無声子音（［s，J，0］）  

共時面：／1s／→［1ts］  

else［elts］（R月刀には［els］と並んで［elts］表記もあり）  

／1J／→［1tJ］  

Welsh［weltJ］（RHD8＝は［welJ］と並んで［weltJ］表記もあり）  

上記／ns／，／nJ／，／nO／の音連鎖においては，第一音／n／は歯茎鼻音であって後続の摩擦音  

／s／，／J／，／8／にその調音の構えを移行する際に，上の歯茎に接触していた舌先が離れるより  

もさきに軟口蓋後部と口蓋垂が上がり鼻腔への遍路がふさがれた場合に［t］昔が蔵人しその結  

果として破擦昔の響きを伴なった発音となることを示しており，これは実際の発音においてよ  

く見られる現象である。  

2．5 蕨入子音［d］   

蔵人子音として［d］昔が認められる場合の音声環境は，鼻子音［n］の後ろに有声膏が続く  

場合であり，共時面および適時面からの例を以下に示す。   

（4）共時面：／nz／→［ndz］  

lens［1endz］， jeans［d3i：ndz］  

適時面：thunder＜OEpunor  

Spindle＜OEspinel  

kindred＜MEkinrede＜LateOEcynred（e）   

共時面の例としてあげた者達鎖／nz／において［d］昔が族入して［ndz］となる現象について  

は，竹林（1996：330）およびKreidler（1989）によると，上記（3）に見たような音連鎖／ns／  

における［t］音の族入の場合はどあまり多くは行なわれないという。［d］音の蔵人というより  

むしろそれとは逆の現象として，もともとその中問に／d／昔を含む／ndz／なる語末の3子音  

の昔連鎖において，第二音の／d／音が脱落し［nz］と発音する人がいるということが報告され  

ている。／ndz／→［nz］の例として，1endsおよびfindsがあげられており，［d］音が脱落した  

場合には表面上それぞれ1ensおよびfinesと同じ発音になる。   

2．6 蔵人子音［k］   

蔵人子音として［k］昔が認められる場合の音声環境は，鼻子音［q］の後ろに無声子音が続  

く場合であり，共時面からの例を以下に示す。なお，この項で取りあげる語については，その  

説明の都合上 音節の区切りをあわせて記すことにする。   

（5）共時面：／耶／→［qks］  

a・mOngSt［amAqkst］（RHDl＝は［amAqSt］と並んで［∂mA勺kst］表記もあり）  

young・Ster［jAl］kst∂r］（RHD6＝は［jAqSt∂r］表記のみ）   
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／勺0／→［が0］  

1ength［1el］ko］（RHDには［k］音を含む［1el］ko］と並んで［1enO］表記もあ  

り）  

Strength［strel］ko］（RHD8＝は［k］音を含む音形で［strel］kO］と表記）  

なお，ここで興味深いのは，／qs／および／口0／の者達鎖についてほ，点月刀においてすでに族人  

音［k］を含む音形で発音が表記されているものがいくつか見られることから，この音声環境に  

おいては［p］［t］音の場合よりも炭人音が生起しやすいということが，辞書におけるその発音  

表記の上からもわかる。このあたりの事情を少し詳しく観察してみることにする。   

まず，旬s／の音連鎖についてであるが，月月刀において［k］音を骸入した音形で表記されて  

いる語は，上記a・mOngSt［amAqkst］（RHDkは［amAqSt］の併記もあり）の他にangst  

［aeqkst］（ドイツ語Angst「不安」からの借入語）がある。一方，この音連鎖を含む語は他に  

young・Ster［jAqStar］，gang・Ster［gael］St∂r］，ring・Ster［ril］Star］があるがR月刀には［k］  

音の蔵人は記されてはいない。前者のグループは／qs／の者達鎖が同じ音節の中に含まれしか  

もその音節が語末に来るという点で共通性が見られるのに対し，後者のグループは／qs／の者  

達鎖が語中に位置し，しかもそれが2つの音節にまたがっている（つまり／q／＋／S／）という点  

で共通性がある。RHDにおいては，angSt［zeqkst］のように英語としてはそれほど使用頻度  

が高くないと思われる語に［k］音の巌入が表記されているのに対し，yOung・Ster［jA】］Star］  

のような英語の母語話者にとっては比較的なじみがあると思われる語に［k］音の蕨入が表記  

されていないことから，当該の者達鎖が同一音節内にあるか，あるいは音節の境界を越えて隣  

接の音節にまたがっているかの違いが，散人音の生起の有無に影響を及ぼしているものと考え  

られる。   

次に／l］8／の音連鎖についてであるが，RHD8＝は上記1ength，Strengthに加えて使用頻度  

としてはそれはど高くはないと思われるsome・thingth（「いく度目かの，何番目かの」）なる語  

が収録されている。いずれも語末が“－ngth”で終わるという点では共通しているが，斤月刀で  

は1ength［1e】コkO］およびstrength［stret）kO］には［k］昔が骸入された音形が表記されてい  

るのに対し，SOme・thingth［sAmOiqO］についてはそれが見られない。前二者が1音節，後者  

が2音節という音節数の違いはあるものの，当該の者達鎖／り0／は語末で同一音節内にあるた  

め音声環境としてはともに同じであることから，同一の音声環境であっても語の使用頻度やそ  

の他何らかの心理的要因によって，蔵人音が生起するかどうかについてのその認知度に差が見  

られるということが，辞書の発音表記の上からも読み取ることができる。   

なお，1engthおよび一Strengthの動詞形（1ength・enおよびstrength・en）における音連鎖  

／qO／については，RHDTeはそれぞれ［leqkOan］および［stre】コkOan］に見られるごとく蕨人  

音［k］を含む表記になっている。これは／qO／音連鎖が語中に位置するという点では上記／耶／  

の分析の際に触れたyoung・Ster［jAりStar］の例に表面上類似しているが，1ength・enおよび  

Strength・enの場合は，／qO／の音速鎖が同一音節内にあって，二つの音節にまたがるものでは  

ないために，蔵人音が生起することになると考えることができる。   
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3．哉入子音が生じるメカニズムについての考察  

3．1分析の視点   

前章においては，英語における鼻子音（［m］［n］［り］）とそれに後続する口子音との間に生  

じる族入子音の生起について，音声環境ごとにそのしくみを概観した。その際，類似の音声環  

境において蕨人音生起の分布に違いが見られる事例については，当該の音速鎖が同一音節内に  

あるか，あるいは音節の境界を越えて隣接の音節にまたがっているかの違いにその根拠を求め  

た。本章においては，dreamtという語を例にして，語末の／mt／音連鎖において巌人音が生じ  

る場合はなぜ［p］音となるのか，そしてまた子音が蕨入するということとは別に調音上どのよ  

うなことが可能性として起こり得るのかという点について，英語における子音連続としての適  

格性の観点から分析を試みることにする。   

ここでは手順としては，まず初めに，子音を分類する時の3つの基準（①声の有無，②調音  

位置，③調音様式）に基づいて，第一音／m／から第二音／t／へ至る過程において調音上のタイ  

ミングのわずかなずれからその移行段階において生ずる可能性のある音の候補をすべて抽出  

し，それぞれについて英語の音速鎖としての適格性を吟味するととにする。そして次に，可能  

性のある候補として抽出された蕨入子音を含む者達鎖が英語の実際の音構造に適うものである  

場合に，族入子音が生ずる過程そのものの中に英語の音構造の特質が何か見い出せるものなの  

かどうかという点を考察していくことにする。  

3．2 dreamt［d帽mPt］の分析   

まずdreamtという語についてであるが，分析に先立ってその語形を音韻史的に概観してお  

くことにする。動詞dreamはOEではdryman，drieman，MEにおいてはdreme（n）という  

語形が見られる。中尾（1985：382）によると，11世紀末から12世紀にかけて鼻音の後の／d／  

音が／t／音へと無声化する現象が集中的に見られ，dreme（n）においてもその過去形についセ  

はdremed＞dremtなる変化が生C，それが現代英語のdreamtへと受け継がれている。   

ところで現代夷語ではdreamtのように語末に／mt／なる子音連続が現われる語はその例が  

極めて少ない。RHDTe収録語彙を調べたところ，現代英語ではdreamtおよびその関連語の  

undreamt，それに若干の外来語（amt「（デンマークの）行政区画，県」）以外には見られなかっ  

た。このことから現代英語の母語話者にとっては，それが実際にそのまま［mt］音として発せ  

られるかどうかという点は別にして，語末の位置たくる／mt／昔連鎖そのものが「英語らしく  

ない」配列であると認識されているものと推定される。竹林（1996：312）には，英語における  

語末の位置に現われる子音群の一覧表が載っているが，／mt／音速鎖はそのリストにあげられ  

ていないことからもそれが裏づけられる。（因みにドイツ語には上に例としてあげた語と同じ  

綴り字のAmt「役所，官職」や（er）kommt「（彼は）来る」や（er）bekommト「（彼は）受  

け取る」などがあり，語末の／mt／者達鎖はごく普通に見られるものである）。   

ではdreamtにおいて語末の音連鎖／mt／に［p］音が骸入される場合の分析にはいっていく  

ことにする。第一昔の［m］は有声・両唇・鼻（閉鎖）音であり，第二音の［t］は無声・歯茎・  

（口）閉鎖音である。第一青から第二昔へその調音の構えを移していく際に，声の有無に関して  

は，声帯が振動している状態（＝有声）から振動しない状態（＝無声）へと変化する。調音位   
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置については，唇が上下閉じた状態からその閉鎖が開放され，一方ではまた舌先が上の歯茎に  

向けて移動しそして接する構えへと移行する。調音様式については，軟口蓋後部および口蓋垂  

が下がっていて呼気が口腔と鼻腔の両方へ通じている状態（＝鼻音）から，軟口蓋後部および  

口蓋垂が上がり鼻腔への通路がふさがれる状態（＝口音）へと変化する。これら3つの要因つ  

まり（1）声帯の状態，（2）調音位置，（3）調音様式が，観念上は同時にしかも全く時を入れず  

に切り替わるのが理想ではあるが，時間および空間を伴うこの現象の世界の中で，ある時，あ  

る場所で，ある人によってなされる一回ごとに微妙に異なるその調音運動においては，それは  

適うことではなく，調音上のタイミングのわずかなずれが非意図的に生ずる可能性がある。そ  

れゆえ，この3つの要因がそれぞれ切り替わる前と後を考慮に入れると，調音の構えを移して  

いく際にその調音上のタイミングのずれから潜在的に生じる可能性があると思われる中間的な  

状態が全部で6通りあることがわかる。それぞれの調音上の組み合わせとそれによって可能性  

として生じ得る子音連続を以下に示す。  

（6）語末の／mt／昔に蔵人し得る音の候補の可能性  

第一音［m］  ＝［有声］［両唇］［鼻（閉鎖）音］  

［1］＝［無声］［両唇］［（口）閉鎖音］→［p］  ［mpt］  

［2］＝［有声］［両唇］［（口）閉鎖音］→［b］  ＊［mbt］  

［3］＝［有声］［歯茎］［（口）閉鎖音］→［d］  ＊［mdt］  

［4］＝［無声］［両唇］［鼻（閉鎖）音］→［m］の無声化音［mT？t］＞［mt］  

［5］＝［無声］［歯茎］［鼻（閉鎖）音］→［n］の無声化音＊［m靴］  

［6］＝［有声］［歯茎］［鼻（閉鎖）音］→［n］  ＊［mnt］   

＝［無声］［歯茎］［（口）閉鎖音］  

（移行段階での可能性）  

第二音［t］  

上記6通り 

成された状態であることを示している。このうち［1］は，調音位置はそのままで鼻音性が解消  

され，かっ声帯にその状態の変化が加わり，有声から無声へと変化した状態を示している。［2］  

は鼻音性のみが解消され，声帯の状態と調音位置については両者ともに第一昔の構えをそのま  

ま保っているものであることを示している。［3］は声帯の状態はそのままで鼻音性が解消され，  

かつ調音位置の移動が生じたものであることを示している。また，［4］～［6］は鼻音性を維持  

したまま，声帯の状態と調音位置のいずれか一方あるいはその両者の変化を伴なう場合の候補  

群である。このうち［4］は鼻音性と調音位置はそのままで声帯の状態のみに変化が生じたと想  

定したときの候補である。［5］は鼻音性のみがそのまま維持され，声帯の状態と調音位置に変  

化が加わったケースを想定した候補である。そして［6］は鼻音性と声帯の状態はそのままで，  

調音位置にのみ変化が生じた場合の候補である。   

以上［1］～［6］において調音上の中間的な状態として理屈の上では生じる可能性があると  

考えられる候補の中で，実際の発話において英語の語末子音連続の型として認められるのは  

［l］の［mpt］である。語末の［mpt］の型が英語において適格であると実際に認識されている  

という事実は，te型堕昆はじめatte些，COnte型些，prO竺匹といった語末に／mpt／昔の子  

音連続を伴なう語が他にも存在することからもわかる（因みにtemptの語形を遡ると，ME  

tempte（n）＜OFtempter＜Lattempt急re）。また［1］以外の候補では，［4］の［mZPt］＞［mt］   
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が，語末の／mt／音を注意深く発音した時のバリエーションのひとっとして生じる可能性があ  

ると思われる。それ以外の候補については，個々の発話における調音運動の中で仮にその場限  

りの一回的な音声現象として生じることはあったとしても，英語の母語話者および聴者にとっ  

ではそれが言語音として確かに有るということが認識され得ない状態にあると考えられる。で  

は何故に［1］あるいは［4］が選ばれ，それ以外の候補が選ばれ得ないのかについて，／mt／に  

おける実際の聴覚調音運動のメカニズムをもう少し細かく見ることによって考えていきたい。   

まず，上記［1］と［4］については，声の有無および調音位置に関して共に無声・両唇とい  

う性質を共有しており，異なっているのは調音様式のみである。このうち，第一音／m／から第  

二音／t／へ移行する過程で，鼻音性が早めに解消すれば［1］の［mpt］音が生じることになり，  

これに対し鼻音性が解消されるタイミングが［1］よりも遅れれば［m］の無声化音を内に含む  

［4］の［m明］音を経て［mt］音が生じることになる。両者の関係を鼻音性が解消するタイミ  

ングの違いというまさに同じ一つの観点において説明することができるのである。   

では個別に，［1］の／mt／→［mpt］となる現象から考察していくことにする。語末の子音連続  

／mt／において，第一音と第二昔の聴覚上の最も顕著な違いは鼻音性の有無であることから，  

鼻音性の解消ということが最も重要度の高い調音運動として位置づけられる。第一昔／m／に  

おいて唇がまだ上下閉じている構えの時に，軟口蓋後部と口蓋垂が上がり鼻腔へ通じる通路が  

ふさがれると，呼気による口腔内の圧力が上がる。そして第二音／t／の構えである上の歯茎に  

舌先を移動させるべく両唇の閉鎖を解こうとするまさにその瞬間，破裂音の［p］音が生じるこ  

とになる。この過程においては，鼻音性の解消という調音様式の状態変化のほうが，調音位置  

の移動よりも優先していることがわかる。結果として生じる［mpt］音は，英語における語末の  

子音連鎖としても適格であるということは前にみた通りである。   

次に［4］の／mt／→［mr？t］（＞［mt］）となる可能性について考えてみたい。鼻子音の調音運  

動は，城生（1988：67）にあるように「瞬間的に達成されるような性質のものではなく，言わば  

『助走』をつけてピークに達し，さらにその後も尾を弓ほながら徐々に終息へと向かう」性質が  

ある。これは鼻音性が保持されたままの状態で後続者へとその構えを移していく性質があるこ  

とを含意している。これを／mt／昔連鎖における調音運動についてあてはめてみると，［m］音  

の調音において，唇を上下閉じかつ軟口蓋後部と口蓋垂を下げて鼻腔への通路を開いたままの  

状態で，声帯の振動を停止させるとともに，（唇を閉じたまま）舌先を上の歯茎へと移動させ，  

その間軟口蓋後部と口蓋垂を上げて鼻腔への通路を塞ぎ，かっ両唇の閉鎖を解くという一連の  

調音運動が行なわれ，結果として［t］音が生じることになる。ここでは鼻音性の解消という調  

音様式の状態変化が一時的にペンディングされている状態の中で，声の有無に関する声帯の状  

態変化のはうが調音位置の移動よりも優先して行な＿われることになる。さきに見たように  

／mt／音連鎖は，英語における語末の位置の子音群としてはその適格性は認められないが，そ  

の一方で調音上の一つの現象として［mt］音として生ずる可能性があるということがここにお  

いて示されることになる。   

ここまでの議論の中で調音上の優先順位についてたびたび触れてきたが，ここで内容を整理  

しておくことにする。まず［1］における分析を通して明らかになったことは，調音様式の状態  

変化が調音位置の移動よりも優先されるということであり，一方［4］における分析を通して明  

らかになったことは，声帯の状態変化のはうが調音位置の移動よりも優先されるということで  

ある。両者の共通点は，調音位置の移動に関する優先度が相対的に低いということである。そ   
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の根拠は，調音位置の移動という観点からみると，／mt／音連鎖においては，両唇の閉鎖を解く  

という運動と，舌先を上の歯茎に移動して接触させ閉鎖をつくるという運動の2つを内に含む  

ものであって，さきに見た声帯の状態変化や調音様式の状態変化に比べて複雑であることに求  

められる。このことから蔵人音の生起に関する可能性としてあげた候補のうち，調音位置の移  

動が関わってくる［3］［5］［6］は相対的に起こりにくい候補であると言うことができる。  

4．結  語  

以上，dreamtの例に見られる語末の／mt／音連鎖について，英語における子音連鎖の適格  

性という観点と聴覚調音運動の両観点から分析することにより，蔵人音が生じる場合の候補と  

して［mpt］および［m里］（＞［mt］）がその可能性として高くなるのはなぜかという点につい  

てのメカニズムを考察してきた。ところで音の蔵人という現象は，前にも触れたように，語に  

おける音の数が結果として増える現象であり，これとは逆に，音が減るケースが脱落であった。  

脱落については，語末の／mpt／音連鎖における第二音の／p／音が脱落されやすいことはさき  

にも触れたとおり′である（例：tem卯における／p／音）。この例に見られる脱落は，第一音  

／m／から第二音／p／へとその調音の構えを移行する際，ともに両唇音であることから，両唇性  

を保ったままの状態で，第一昔／m／における鼻音性が第二音／p／の位置にまで及ぶ一方で，  

声帯の状態については後続者の構えの準備をすべくその振動を停止することにより，［m］音の  

無声化した状態が中間的に生L：，その結果全体としては／mpt／音連鎖が［mf？t］の段階を経て  

音声上の現象として［mt］音として発せられることになると解釈できる。   

以上本稿において考察した蔵人に関わる／mt／音および脱落に関わる／mpt／音連鎖につい  

て，その昔過程をまとめると以下のようになる。   

（7）  《蔵人》  《脱落》   （例）  

（i）候補［1］：／mt／→［mpt］  dreamt／dremt／→［drempt］  

［mTPt］→［mt］ dreamt／dremt／→［dremt］  （止）候補［4］：／mt／  

（菰）  ／mpt／→［mrPt］→［mt］ tempt ／tempt／→［temt］   

（7）における族入および音脱落の現象はいずれも，／m／の鼻音性が後続者の調音に際してどこ  

までその影響を及ぼすかという観点と，鼻音性が解消するタイミングの違いという2つの観点  

から，同一座標軸において論ずることができる。このうち，蔵人については，本稿において考  

察したように，調音上のタイミングのわずかなずれがその要因となるのであるが，英語におけ  

る語末の子音連続の適格性が優先される一方で（［drempt］の例），適格性の度合いからは優先  

度が落ちるが調音上の一つの現象として［dremt］なる音形も可能であることを見た。一方，脱  

落については，英語における語末の3子音連続の発音のしにくさを回避するために，もともと  

音配列としては適格であった語末の／mpt／者達鎖（／tempt／の例）が調音上の一つの現象と  

して適格性の優先度が相対的に下がる［mt］音として現われることがあることを見た（［temt］  

の例）。本稿において考察した族入および脱落の際の昔過程において生じ得る音速鎖は，いずれ  

も（6）にあげた候補の中に含まれるものであり，時間および空間を伴なうこの現象の世界の中  

で，ある時，ある場所で，ある人によってなされる調音運動は，一回ごとに微妙に異なるもの   
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ではあるが，その調音上の「揺れ」は，ある一つの枠のなかを動いているものであると言うこ  

とができる。  
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